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＝2025年6月より、熱中症対策の義務化＝

作成日：2025.4.22

ビタミンＭの“Ｍ”とは、“Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ”を指し、“お客様の経営に効く”
“お客様に活力を与える”存在でありたいとの願いが込められています

＝ 在職老齢年金制度について ＝

60歳以降も引き
続き勤めてくれ
ている従業員が
いますが、働きな
がらも年金は受
けられますか？

働きながらでも老齢年金を受け
取ることができます。

ただし、厚生年金保険に加入しな
がら、老齢厚生年金を受け取る
60歳以上の方は、給与や賞与の
額に応じて、老齢厚生年金の一
部または全額が支給停止され
ることがあります。この仕組

みを「在職老齢年金」
と言います。

＜今月のQ＆A＞
・在職老齢年金制度について

←バックナンバーはこちら
  からご覧いただけます

❶

❸

厚生労働省では、2026年4月から、支給調整停止
額を62万円に引き上げる案が検討されています。

この改正が決定すれば、年金がカットされないよう
に就業調整をしていたシニア世代の就業意欲の向
上や、企業が直面している人手不足解消の１つ
になると考えられます。今後の政府の動向に
ついて、ニュース等でしっかりチェックして
いきましょう。 ❺

豊富な経験をお
持ちのシニア世代
の方には、働いて
いただけると有難
いです。

❷

❹

職場における熱中症死傷者数（2020年〜2024年）は、増加傾向にあり、
昨年は死亡を含む休業4日以上の死傷者数は1,195人（過去最高）、うち30人の方が亡くなっています。
多くの事例で暑さ指数（WBGT）を把握せず、熱中症の発症時・緊急時の措置の確認・周知の実施を
確認出来ていませんでした。

2025年6月より、熱中症の重篤化による死亡災害を防止し、熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、
状況に応じ、迅速かつ適切に対処する目的で、下記の項目が事業者に義務付けとなる見込みです。
（１） 報告体制の整備 （連絡先や担当者を事業場ごとに定める）
（２） 重篤化させないための必要な措置の実施手順を、あらかじめ作成

 ①作業からの離脱 ②身体の冷却 ③必要に応じて医療機関への搬送等につなげる ④緊急搬送先等
（３） （１）と（２）を関係作業者への周知

【義務化の対象となる作業】
「暑さ指数（WBGT）」が28度以上または気温が31度以上の環境で、
連続1時間以上、または1日当たり4時間を超えての実施が見込まれる作業

厚生労働省では、5月〜9月に熱中症予防対策を徹底するため、「STOP！熱中症 クールワークキャンペーン」を
実施していますので、必要な対策等をご確認ください。

2020年 2021年 2022年 2023年 2024年

職場における
熱中症死亡者数（人）

959人 561人 827人 1,106人 1,195人

上記のうち、死亡者数（人） 22人 20人 30人 31人 30人

2025年度においては、老齢厚生年金と給与（賞与月換算
額含む）の合計が1ヶ月あたり51万円（支給停止調整額）を
超える場合は、年金の一部または全額が停止されます。

❷の例では、給与が月額２４万円、年間の賞与額を月割りす
ると、給与相当額は月額２７．５万円、老齢厚生厚生
年金は１０万円となり、合計した金額（37.5万円）
は支給停止調整額５１万円以下となるため、
老齢厚生年金を全額もらうことができます。
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